
　現代 日本 外見至上主義
SNS広告によって推進されている か？

　容姿や見た目でそ 人物を判断するルッキズム(以下、外見至上主
義) 、1970年代 米国で肥満に対する差別を巡る抗議運動から始
まったとされる(東京新聞2021)。Googleで 検索件数を見ると、｢外見
至上主義｣という言葉 2016年から検索されており、｢ルッキズム｣とい
う言葉 2022年以後件数が増加していた(筆者調べ)。日本で 、近年
になって注目されてきた概念である。

　少なからず、日本でも外見を気にする人が増加した。美容整形（矢
野経済研究所2022）やコスメ 売上に限らず、フィットネス人口も増加
傾向にある（経済産業省2023）。2020年東京オリンピック・パラリンピッ
ク開催に先がけ、2015年に スポーツ庁が発足し、コロナ禍以降も
様々な施策を打ち出している。

　多世代におよぶ美意識や健康志向 向上 背景に 、同じく近年
台頭してきたソーシャルメディア（以下、SNS） 存在が大きい。

　電通 調査（2023）により、インターネット広告費 マスコミ四媒体広
告費を上回っていることが明らかとなっている。SNS マーケティング
市場規模 増加傾向も顕著である（株式会社サイバーバズ2022）。天
野（2020） 表現を拝借すれ 、人気 インフルエンサーが紹介する
商品やサービス、またインフルエンサー自身を「模倣」する機会が増え
た。

インターネット出現以後、テキストから写真、そして動画へとめまぐるし
く変化する主要メディア 変遷（天野2022）、SNS 興隆、さらに「外見
へ こだわり」に関する市場規模 拡大 、相互に関連しているとし
て研究が進められている。

高３

【当該研究 状況】 【先行研究へ 問題意識】

【RQに対する仮説】

【研究内容・方法】

【研究目的】

【RQ】 SNS広告 外見至上主義を促進させる か

仮説 真偽を明らかにすること

・山之上（2016） 研究で
、SNS上で 評価と外見

に関連があることが示され
ている。

・一方で、それがSNS広告に
よる効果な か 示されて
いない。

・近年 SNS広告 固定的
な「美」を押し付けるも や
インフルエンサーが広告塔
になっているも が多いと
考える。それが外見至上主
義を促進させている で
ないか？

①SNS上で広告が流れることが外見至上主義を促進させている で ないか

②利用時間が増えることで外見を意識した広告を目にする回数が増えて、外見至上主義を促
進させている で ないか

③身近で真似できるインフルエンサーを起用する広告が増えたことで、自分もなれるという思
いから真似をして可愛くなろうとする人が増加傾向にある で ないか

以下 データを提示することで、SNS広告と外見至上主義 関係性を明らかにする

・各メディア 広告費 割合、変遷（仮説①）
・SNS 利用時間（仮説②）
・インフルエンサーマーケティング 状況、市場規模（仮説③）
・外見を意識した広告が炎上した例
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【結果 詳細】

【結論】

【結果(RQや仮説に一言で回答すると)】

【日本 総広告費】 【媒体別広告費】

手 届かない芸能人よりも、一般人でもあるインフルエンサー 模倣しやすく自分も同じよ
うに可愛くなりたいという気持ちがある（天野 2022）。

【SNS利用 推移】 【外見至上主義 検索トレンド】

「ルッキズム」でGoogle検索

【インフルエンサー
マーケティング市場】

【雑誌 発行部数】 【広告 炎上例】

ルミネ 広告
(2015年)

昔より外見至上主義 社会に変化している

【考察・今後 課題】

近年で 、雑誌 発行部数が減少し、 SNSが広告 中心になっている。

メディアにかける広告費 量が増加しているとともに SNS 利用者・利用時間も年々増加している為、 SNSで
広告を見る人が増えている。しかし、外見について 広告が多くなることで、大手企業でも炎上している事例
（2015年ルミネ 広告など）もあった。

調査する中で、身近で真似できるインフルエンサーを起用する広告が増えたことで、自分も同じようになれると
いう思いから、真似をして可愛くなろうとする人か増加傾向にある で ないかという疑問を抱いた。感情や心
理的な観点で 調査・検討 本稿で 実施しなかったため、今後 研究で これら 要素を複合して検討す
ることで、こ テーマを多角的に描写することを試みたい。

パーソナライズド広告 関係がある か、調べえること かなわなかった。
芸能人とインフルエンサーといった憧れと 関係がある かもわからなかった。

①SNS広告 外見至上主義を促進させている

②炎上している広告を参考にすると、外見に関して 広告をみることで外見を気にする人 多い。

③外見を気にしている人が増えたこと 示されたが、可愛くなろうとしている人が多くなったか 本研究で 調べられな
かった。

ネット広告＞マスコミ
広告
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